国際的な東南アジア図書館ネットワークとリソースシェアリング (特集 新しい研究図書館を描く -- 海外の実践にみる知の集積・発信のいま -- ライブラリアンの役割と図書館間連携) by バージニア ジンイ シー
国際的な東南アジア図書館ネットワークとリソース
シェアリング (特集 新しい研究図書館を描く -- 
海外の実践にみる知の集積・発信のいま -- ライブ
ラリアンの役割と図書館間連携)
著者 バージニア ジンイ シー
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア域内の西 ジア、南アジア、東南アジア、東 ジア、オセ ニアの五つの地域において、図書館・情報サービスとライブラリ ンの発展へ 取り組みを始動・奨励・促
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る。メーリングリスト「ＲＳＣＡＯ
―
Ｌ
」
は、
専
門
的
な
活
動
や
企
画、会議について、アジアおよびオセアニアの図書館・情報コミュニティと連絡を取り合うためのＩＦＬＡの有用なコミュニケーショ
ンツールとなっている。東南アジア図書館グループ　
東南アジア図書館グループ（Ｓ
ＥＡＬＧ）は一九六八年にハル大学にて創設された。ＳＥＡＬＧは東南アジア研究に関心を持つ学者お
よ
び
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
構
成
さ
れ、東南アジアに関する資料の収集
や
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成、東南アジアコミュニティの料へのアクセスの改善に向けて共同で取り組んでいる。ＳＥＡＬＧは欧州内の様々な加盟図書館で毎年会合を行っており、一般向けのニュースレターも年に一度オンライン上で配信している。●
 アジア研究および東南アジア研究に関する国際的学術協会
　
アジア研究および東南アジア研
究に関連する主要な学会機関、プロジェクトを以下の参考サイト紹介する。研究者や学生、ライブラリアン、出版社にとっては研究発表の場とな だけでなく、研究分
野
に
お
け
る
最
近
の
動
向
や
問
題
点、課題、可能性および展望 ついて常に新しい情報が得られる格好の場所となる。さらには アジ
アの研究者およびライブラリアンにとって、グローバルな学術ネットワーク 構築や、類似する研究の関心やニーズに基づくリソースシェアリングの場としても機能している。（V
irginia Jing-yi S
hih
／
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
クレ
ー
校
、
南
・
東
南ア
ジ
ア
図
書
館
に
お
ける
東
南
ア
ジ
アコ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
米
国
）
で
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
研
究
と
言
語
を
学
び
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レー
校
で
は
ア
ジ
ア
研
究
に
つ
い
て
学
ぶ
。
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
、
京
都
大
学
の
東
南ア
ジ
ア
研
究
所
に
て
客
員
教
授
を
務
め
る
。）
《注》
⑴
 詳
細
は
http://ias.berkeley.edu/ を
参
照
の
こ
と
。
⑵
 「東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ソ
ー
ス
」
と
は、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
印
刷
物
資
料
お
よ
び
電
子
化
資
料
を
意
味
し、
言
語
や
形
式、
発
行
者、
発
行
場
所
は
問
わ
な
い。
⑶
 「テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ロ
セ
ス
」
と
は、
東
南
ア
ジ
アに関する資料の目録作成を意味する。
⑷
 詳
細
は
http://w
w
w
.locjkt.or.id/partici-
pan
t.asp を参照のこと。
《参考サイト》
●オーストラリアアジア研究学会
　
http://asaa.asn
.au/
●アジア学会
http://w
w
w
.asian
-studies.org/
●
 イギリス東南アジア研究学会（
A
ssocia-
tion
 of S
ou
th
-E
ast A
sian
 S
tu
d
ies in
 
the U
n
ited K
in
gdom
）
http://aseasuk.org.uk/3
/
●ヨーロッパ東南アジア研究学会
h
ttp
://w
w
w
.eu
ro
seas.o
rg/p
latfo
rm
/
en
●国際アジア研究所
http://w
w
w
.iias.n
l/
●
 東
南
ア
ジ
ア
研
究
資
料
委
員
会（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
ＳＥＡ）http://w
w
w
.corm
osea.org
●
 ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
資
料
目
録
委
員
会
h
ttp
://w
w
w
.a
la
.o
rg
/a
lcts/m
g
rp
s/
cam
m
s/cm
tes/ats-ccscataa
●
 米
国
議
会
図
書
館
の
東
南
ア
ジ
ア
共
同
収
集
プ
ログラムhttp://w
w
w
.locjkt.or.id/
●
C
O
R
M
O
S
E
A
 B
ulletin
h
ttp
://w
w
w
.co
rm
o
sea.o
rg/b
u
lletin
/
bulletin
.htm
●
 研
究
図
書
館
セ
ン
タ
ー
の
東
南
ア
ジ
ア・
マ
イ
クロフォーム・プロジェクトh
ttp
://w
w
w
.crl.ed
u
/a
rea
-stu
d
ies/
seam
●東南アジア図書館人会議
http://w
w
w
.con
sal.org
●
 国
際
図
書
館
連
盟（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
ア
ジ
ア・
オ
セアニアセクションh
ttp
://w
w
w
.ifla.o
rg/ab
o
u
t-th
e-asia-
an
d-ocean
ia-section
●東南アジア図書館グループ
http://w
w
w
.sealg.org/
（
な
お、
本
稿
で
引
用
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
最
終
閲
覧
日
は
全
て
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
五
日
で
ある）
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